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近年繁殖生理学領域(!Lj:，~ける研究はめざまししその~かで卵巣は雌性性機能の中心

として重要な意義をもっととはいうまでもなし従ってとれに関する種々な研究が次々

に報告されてきているが、現在友会卵巣機能の全てが解明されたわけでは念い。

卵巣にはS目指の発育、成熟、排卵、黄体形成などの形態的念変化とステロイドホルモ

ン生成の2つの大きな機能があり、とれら 2つは下垂体前葉から分泌される性践荊激ホ

ノレモンをブ干して密接に関係しあっている。

掬巣は下垂体前葉から分泌される性採刺激ホノレモンによって、その機能が支配されて

いるととに異論は念い。しかしながら卵胞の発育、す1zわち発育K伴う卵胞液の増加が

いか1zる磯搭によるもむか、さらに卵胞i賓の性状。詳揺について不明な点が多いのが現

状である。

そとで.9s胞i震の性状、卵抱液C生成について、卵胞の発育陀伴う卵胞壁、卵胞液の変

化、卵胞液の精子陀及ぼす影響、卵胞浪。雄ラットの繁殖生理陀及ぼす影響などを目的

とし、今後臨床繁殖学領域への応用を考え主題の研究を行った。

な主F、本研究K供しだ動物はホルスタイン種の経産牛で、卵胞液、血液は生体及び屠

体より採取し、卵胞の大きさ、卵胞液の色調、透明度、資由貿濃度(以下T.l?と略す)

蛋自分画、免疫電気泳動的解析、尿素態窒素濃度(以下 U.N.と略ナ)、酸性ムコ多糖

体濃度(以下AMPと靖ナ)とその種類及びNa"K、Mg、イオン浸度、 卵胞廷の組議

{象である。血液については、血清中の T.P.、蛋自分画、免疫電気泳動的解析、 U.N.， 

A.M.p.、及び Na"K， Mgイオン援度左どを1長IJ定した。

1. 卵胞液諸性状について〈特陀血清との比較並びに検査項目間の相互の関連性にっ

て

~tJß註液θ色調及び透明度は、大部分のものが淡黄白色~淡黄色透明であったが、一
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部無色の卯馳液が存在し、他の色調の卵胞液に比べて各成分に差が認められた。

　卵胞湯中のT．P．は血清中のそれより低く、両者間に有意な正の相関関係が認められた。

　セ・アセテート膜法により卵胞液を泳動した結果、アルブミン分画に相当する位置に

血清の電気泳動像にはみられない特異的な泳動像が認められた。そこで、この特異的な

泳動像がいかなる原因によるものか検討する為、いくつかの前処理を行い、電気泳動を

こころみた。その結果、卵胞液をピアルロニダーゼで処理することにより、アルブミン

分画に相当する部分の特異的な泳動像の改善が認められ、この特異的な泳動像は卵胞液

中のAMPとアルブミンの結合に起因しているものと考えられる。さらにアルブミン分

画に相当する部分の特異的な泳動像の形状をA，耳C，D，　E，の5型に分け、各面について

卵胞山中の成分を検討した結果、各型の間に有意差が認められ、卵胞液の特異的な泳動

像の各型はなんらかの卵胞の性質を現わしていると考えられる。

触応訴綴析の蘇卵胞山鵯血中では検出されなかったある働輪

質が認められた。また卵胞の大きさ18．1朋以上の卵胞液中及び血清中に、卵胞の大き

さ18・0㎜以下の各区分の卵胞液では検出されなかったα2一マクログロブリン、エgM

が認められた。

　卵胞液中の敷u．N．は血清中のそれより低く、両者間に有意な正の相関関係が認めら

れた。

　電気泳動法を用いた卵胞液中のA．M．P．を分離、定性した結果、コンドロイチン硫酸

A及びヘパラン硫酸の2種類のA．M．　P．が検出されたが、血清中ではA．M．P．は検出さ

れなかった。そこで卵胞液晶でかなり多量のA．M．P．が検出された点、卵胞液面のA．M．

：P．の生成は卵胞壁細胞に：よるものであると考え、卵胞より採取した雨粒膜細胞の細胞培

養を行い、その培養ろ液からA．M．：P．の検出を行ったが著者の行った方法では検出でき

なかった。

　卵胞忌中Na濃度は血清中のそれより低く、卵胞の大きさ13．1～18．0麗、18．1朋以

上の区分で、両者間にわずかではあるが有意な正の相関関係が認められた。

　卵胞忌中K濃度は血清中それより高い値を示すことが認められた。

　卵胞忌中Mg濃度は血清中のそれより高く、卵胞の大きさ8．0駕以下、18．1朋以上

の区分で、両者間にわずかではあるが有意な正の相関関係が認められた。一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め
　卵胞液中瓦／Naは血清中のそれより高い値を示すことが認喚られた。

　2．卵胞の大きさと卵胞液諸性状について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2一



　卵胞の大きさが大きくなるに伴い、卵胞液の着色度が強くなる傾向が認められた。

　さらに卵胞の大きさが大きくなるに伴い、卵胞液中のA．M．：Pwコンドロイチン硫酸濃

度（以下Ch．一Aと略す）、ヘパラン硫酸濃度（以下E．　S．と略す）、H．S／Ch－A，Kl

濃度、Mg濃度、取Naの低下する傾向が認められた。　しかしNa濃度はわずかではむ

るが増加する傾向が認められた。

　な澄卵胞の大きさと卵胞液中のT．P．，哉U．N．，の間には特別な関係が認められなかっ

た0

　3．卵胞壁について

　成熟過程にあると思われる直径13．1～18．0㎜のものの穎粒膜層と、内英膜層の境界

、とくに内英膜の表層に近い部分の毛細血管の発達と充血が他の大きさの卵胞より著明

なこと、直径18．1㎜以上の卵胞壁は菲薄で退行変化が著しいもの等が特徴的であった。

な於、正体不明な黒色穎粒が、ある2．3の卵胞中に認められたが、．これについては、い

まのところ不明である。

　4．卵胞嚢腫牛について

　野外に：於いて、臨床上卵胞嚢腫と診断されたホルスタイン種の経産牛の卵胞液につい

て、材料を採取し、血清とあわせて検査を行った。な鉛、これらの卵胞は当然のことで

あるが直径18．1㎜以上のものである。

　　A　卵胞三三性状について（特に血清との比較）

　卵胞液中のT．P．は血清中のそれより低く、両者間に有意な正の相関関係が認められた。

　セ。アセテート膜法により、セパラックスを用い血清及び卵胞液の電気泳動を行った。

その際、卵胞液については、前述のごとく卵胞液中にビアルロニダーゼを加え、アルブ

ミン分画に相当する部分の特異的な泳動像の改善をはかり蛋白分画比を算出した結果、

卵胞液中のアルブミン、β一グロブリン、A／Gは血清中のそれより高いことが認めら

れたが、卵胞液中のα一グロブリンは血清中のそれより低いことが認められた。

　血清と卵胞液の各蛋白分画値について、それぞれ相関関係を検討した結果、アルブミ

ン、γ一グロブリンに有意な正の相関関係が認められた。しかし、α一グrプリン、β

一グロブリン、A／Gについては、有意な相関関係が認められなかった。

　卵胞液中の爵U．N．と血清中のそれの間に、有意な正の相関関係が認められた。

　卵胞液中のNa濃度は血清中のそれより低いことが認められた。

　K濃度については特別な関係は認められなかった。
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　卵胞液中のMg濃度は、血清中のそれより低く、両者間に有意な正の相関関係が認めら

れた。

　卵胞液中のK／Naは血清中のそれより低いことが認められた。

　B　子宮頸管粘液性状と卵胞液諸性状について

　子宮頸管粘液：pH及び結晶型と卵胞液性状との関連性は、著明な点は認められなかっ

たが、一部何らかの関連性のある面も示唆された。

　5．in　vitroに診ける牛卵胞液の精子運動性に及ぼす影響について

　卵胞液、血清については前述のと澄りである。精液は麻布獣医科大学飼養中のジャー

ジー種から、人工膣法で採取し、一般性状に異常のないことを確認の上、精子浮遊液を

作製し実験に供した。

　小試験管に0．5認の卵胞液を入れ、毛細ピペットで1滴精子浮遊液を添加、軽く撹搾

し（「 ｺ温（15℃）に静置、経時的にその少量：をスライドグラス上に滴下し、加温装置上

で鏡検し、精子生存率、活力、凝集状態を観察し、グルコチトラート液0．5認に精子浮

遊液を同様操作したものと対比した。な澄、血清についても同様操作を行った。

　精子生存状態、活力、凝集に対し、卵胞液によりかなり差のあることが認められ、精

子凝集の程度の大きくなるに伴い卵胞上中のT．：P．も高くなる傾向が認められた。

　6．・牛血清中抗体の卵胞液内移行について

　血清中の成分の卵胞心内移行の有無を目的とし、Bruce■■a死菌で免疫した牛の血

清及び卵胞液の凝集価を観察した。その結果、菌体抗体は比較的容易に血清中から卵胞

正中に移行することが認められた。

　7．牛卵胞液のラット性周期、妊娠などに及ぼす影響について

　卵胞忌中にはいろいろな成分が存在し、それらの成分は卵胞の発育に伴い変化をする

ことが認められた点、また受精現象が成立する際の卵胞液の役割の重要性を考え、牛卵

胞液のラット繁殖生理に及ぼす影響について観察を行ったが、特別な変化は認められな

かった。

結　語

卵胞液の成分は血清に由来するものがかなりあるが、その濃度は卵胞自身の機能によ

っても影響されることが示唆された。
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